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国際助産師連盟大会探訪記
―?その２．エジンバラ・ロンドン編―?
髙 室 典 子 多 賀 昌 江
札幌市立大学看護学部
国際助産師 ICM 大会??終了後にイギリスでも有名な
プライベート病院として存在するPortland Hospitalに
視察する機会に恵まれた．「その１」に続き，看護の視点
から興味深い知見を得たため，本稿では，イギリスの医
療ならびにお産にまつわる事柄の報告をする．
１．イギリスのマタニティ医療制度
日本とはまったく異なるイギリスの医療システムの紹
介となる．イギリスのお産システムを知る人も少なくな
いが，イギリスではどこで出産するかの選択権は女性に
あり，最初の段階として，妊娠の可能性がある女性は，
まずGP（General Practice/General Practitioner）とい
われる一般家庭医に受診する．
イギリスはゆりかごから墓場までというほど福祉制度
がとても整っており，National Health Service（NHS）
という医療制度がある??．所得に応じた保険料を払えば
NHSの病院では治療もお産も保険でまかなわれるとい
うことになり，現金を払わなくてすむ．外国人の場合も
１年以上の滞在であればこの制度を利用できる．しかも
登録はいたって簡単で，家に近いGPを選び，そこで登録
をし，特に滞在証明書類なども提出することなく登録さ
れる．つまり登録が完了すればもうお産までは診察料も
分娩費も入院費も無料いうことになる．NHSを利用し
た制度のもとマタニティホスピタルや大学病院，地域の
バースセンターで出産することもできるし，プライベー
ト保険を利用して出産することもできる．
視察施設１ The Birth Company（GP）
はじめに，私たちはDr.Gibb氏の開業するオフィス
「The Birth Company」を訪れた．Dr.Gibb氏とは以前，
著者が日本での招聘講演を依頼した経緯を持っていた．
Dr.Gibb氏のオフィスは，イギリス特有の古いが重厚な
造りで100年以上もたつ３階メゾネットタイプのアパー
トだった．
このオフィスは，医師の診療所が多くあるハーレース
トリートの一角にあり，プライベート病院であるポート
ランド病院からは，徒歩５分ほどの所にある．イギリス
は国営の医療制度があり，基本的には自分が住んでいる
地域で登録されているGPという一般家庭医に受診し，
そこから病院を紹介される流れになっている．Dr.Gibb
氏の診療所もこれに該当し，NHSへの紹介やプライ
ベート病院への紹介，病院へ出向いての診察・治療など
も行っている．「The Birth Company」では，妊娠の診
断や3D・4Dによる最新の機器での超音波診断，母乳ケ
ア，妊産婦の心のケア，アロマセラピーや，鍼灸などを
とりいれた代替療法なども行われている．
プライベート病院での出産を選択した女性は，妊娠期
の健診を数回こうしたGPといわれる病院で行う．一人
の妊婦に１時間ほどの診療時間をとり（予約制），健診室
は個室で，医師と妊婦，または家族が落ち着いた雰囲気
で健診が受けられる環境が整えられていた．医師の診察
のほかに，妊娠中の相談などのケアや産後の母乳育児の
ケア，うつ症状へのケアなどは，助産師が同様に時間を
とり，ゆっくりと落ちついたなかで行っている．個室の
相談室の壁には，ベッドが収納されており，心理的に不
安定な女性が落ちつくまで利用することもあるようだ．
それほど広くないスペースを効率的に使っているのが印
象的だった．
出産準備教室は日本と同様に４～５回コースで行われ
ているが，家族の誰が一緒に参加してもよいというのは，
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新しい家族を迎えるための意識づけの目的で取り入れた
いことでもある．産後の母乳育児の教室などは，赤ちゃ
んの抱き方から，正しい飲ませ方，母乳についての学習
を，助産師，栄養士，医師，理学療法士などの他職種も
参加して行われている．
視察施設２ The Portland Hospital
ポートランド病院は，リージェントパークの南東に立
地していて，地下鉄ではグレーポートランドストリート
が最寄り駅となる．皇族や有名人などのお産でよくこの
病院の名前を耳にしていた．ICM で講演されたアン王女
もこの病院で出産したと聞いていた．最近では，サッカー
のベッカム選手の妻ビクトリア夫人が帝王切開で出産し
たことで有名である．
Dr.Gibb氏は診療時間の合間をぬって，自分の仕事先
の一つでもあるポートランド病院へ私たちを案内してく
れた．
病院は６階建てで，ポートランド通りの３ブロックの
敷地を占めていた．都心にあるこの病院は，駐車場もな
いので，来院はタクシーか地下鉄だそうだ．外観はオフィ
ス街にとけ込んでいて，すぐには病院とは気付かなかっ
たくらいだった．ポートランド病院は，1983年に女性と
子どものための病院として設立され，シングルベット
ルーム21室，ダブルベットルーム３室，デラックスルー
ム２室，スイートルーム４室を持つ施設である．
エントランスを入ると，揃いのえんじ色のジャケット
（制服）をきた女性が，私たちのために見学できる場所を
手際よく教えてくれた．対応はにこやかで，まるでホテ
ルの受付のようだった．各階に行くエレベーターは，ス
タッフの持っている IDカードが必要で，セキュリ
ティーがしっかりしていた．
分娩室は２種類あり，そのまま手術室に変わるタイプ
の１部屋と，そのまま病室になるタイプの５部屋があっ
た．救急用品や医療器材などは全て壁面に収納され，落
ち着いた家庭的な雰囲気である．
産婦の分娩までの流れは，入院したら受け付けをして
分娩室まで行く．そこでは助産師やスタッフが空いてい
る分娩室に通してくれて常勤の助産師がケアをする．助
産師がGPの担当医師に電話をし，医師が到着し出産と
なる．帝王切開率は50～55％位と高く，硬膜外麻酔を使
用しての出産も多いようだ．水中出産用のプールも一部
屋を使って設置されていたが，最近は使用していない．
入院期間は通常，普通分娩は２泊３日，帝王切開は４
泊５日であるが，基本的には本人が決めて，予約状況で
可能な限り何日でもいいらしい．入院費用は，価格表に
よると分娩費を含んで最初の24時間は，約£5000（日本
円で約100万円）近くである．帝王切開だともう少し高
価となる．２日目以降の入院費用は，部屋によっても違
うが，シングルルームで一泊£600（約12万円），スイー
トルームで一泊£900（約18万円）だ．このような出産
費用を支払える人が利用しているプライベート病院であ
る．印象的だったのが，英語以外の表示はアラビア語だっ
た．アラブの高額所得者の利用が多いことがわかる．
ナーサリー（新生児室）が２階にあり，基本的には母
子同室だが，母親の希望で預けることができる体制だ．
産褥期は，個室で過ごすためアフタヌーンティなどの
デリバリーも可能のようだ．また母乳育児も，IBCLC（母
乳育児コンサルタント）が常勤し，相談や教育などの体
制が整っていた．退院後は，助産師が対応してくれる24
時間の電話サポート体制が整っているため，退院してか
らの育児の困りごとなどは，すぐ聞くことができるよう
になっている．
また産後講座として，第１子をもつ両親のための赤
ちゃんを理解してもらう「Baby Basics Class」，赤ちゃ
んの応急処置を学ぶ「Baby First Aid and Safety」，赤
ちゃんとの関わり方を学ぶ「Baby Massage Class」があ
る．（高室）
２．エジンバラ城で確かめたかった「お産の椅子」
筆者の一人である髙室は，フリースタイルによるお産
を提唱し研究テーマとしてもっている．
人間のお産のあり方は，その時代の世風や考え方など
で過去から現在までずっと同じではなく，変化し続けて
きている．現代では，欧米でも日本でも，お産は仰臥（ぎょ
うが）姿勢ではなく，上半身を起こしたり（座産），立っ
て（立産）するほうがよいという考えが，フリースタイ
ル出産といわれ提唱されている．
そうしたお産を支えるには昔から道具が介在し，利用，
改良されている．ここで紹介する「お産椅子」もそうし
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た道具の一つであり，筆者が確かめたかったことでも
あった．
「お産椅子」はルネッサンス期以降，数百年にわたって
フランスやドイツ，イタリアやイギリスなど西ヨーロッ
パ全土に普及し，お産を安楽なものにするためのものと
して考案されたものであった．しかし「お産椅子」は，
単なる安楽を支えるだけではなく，人の意識や感情も生
まれ，使う前には予期しなかったような姿勢，処し方が
創造され，人と人との絆，関わりが引き出されていった
とも言われている．
多くのお産椅子は，使われなくなり現物を見ることは
難しいとされていたが，イギリスにはまだ倉庫の奥やお
城には残されていると言われていた．
この ICM 大会の行われるグラスゴーから約30マイ
ルはなれたエジンバラ城にメアリー女王がお産した部屋
と椅子があることを知り訪れた．
「お産椅子」とは？
現存する「お産椅子」は，フランスの民俗学博物館に
展示されているものくらいであるといわれている??．
椅子に腰かけて産むというその姿勢は，上体を起こし
て行う出産を想定したものであり，仰臥の姿勢をよしと
してきた近代のお産姿勢に比べると，立産や坐産が一般
的であったことを証明している．古い時代のお産姿勢に
感慨深いものがある．しかし，これらの椅子はむしろお
産が近代に向かって変化していく途中に生み出されたも
ので，やがて姿を消していったものである．
エジンバラ城のお産椅子
エジンバラ城には，16世紀にスコットランドのメア
リー女王が難産の末，後にエリザベス女王のあとを継い
でイングランドの王となるジェームズ１世を生んだ部屋
があった．思いがけないほど小さな４畳半くらいしかな
い小部屋だった．小さな窓が高いところに１つ，暖炉と
椅子が１脚あるだけの部屋だった．以外に小さい「お産
椅子」に驚いた．17世紀以降のお産椅子には，腰掛の板
が鞍型にくりぬかれていたり，背もたれや肘掛があった
り，程度の差はあれ，装飾的配慮が施されているという
ものが多い中で，木の切り株のような小さな切込みがあ
るだけのものだった．
16世紀のはじめに，このお産椅子に座って，ここでお
産が行われた，なおかつ難産であった，ついつい体重の
多い胎児だったのだろうか，メアリーは小柄な人だった
のだろうか，どんな姿勢でお産したのだろうかなどと，
職業的に考えてしまった．
太古の昔から受け継がれてきた生命のリレーは，いつ
の時代も変わらずに行われ続けていたことに改めて触
れ，とても感慨深かった．（高室）
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３．お産がつなぐ人との出会い・異文化との出会
い
国際学会のもう一つの楽しみは，多くのものに出会う
ことである．その「出会い」には大きく分けて２つあり，
人との出会いと異文化との出会いだった．２つとも素晴
らしい出会いに恵まれ，想い出に残る国際学会参加に
なったことを感謝している．
「人との出会い」では，学会参加中，本当に多くの人と
出会った．入国すぐに起きた荷物の紛失事件では，多く
の方に支えられた．自分ごとのように心配して毎日空港
に問い合わせてくれたホテルの方，同じように紛失した
荷物を探す他国の参加者，中でも印象的だったのは，大
会期間中に街で出会った日本人の女性だった．日本人の
在住者が少ない街で出会った女性は，日本で著者の友人
の助産院で出産したと話され，その時の喜びや受けた治
療や対応はいまでも忘れず，いつか逢いたいと話してい
た．海外に暮らして日本の助産師の良さがわかると語っ
ていた．ぜひ帰国したら写真を届けて，と一緒に撮った
写真を託された．もちろん，帰国後すぐに友人には連絡
をしたのは言うまでもない．偶然としか言いようがない
出会いだったが，あらためて自分たちの職業の素晴らし
さを味わえた出会いだった．
荷物がなかなか見つからず，へこんでいた私にとって
も何よりもの贈り物になった．そして語れないくらい素
敵な人達との出会いがあった．
「異文化との出合い」は，その土地でしか体験できない
ことで，古い歴史のある国のものだった．日本には少な
い石造りの重厚な建造物や，その中にも近代的な要素を
とりいれ生活をしやすくしていること，イギリス特有の
公園の芝生の美しさには，厳重な管理体制があったこと
等など，聞かなければ，見なければ知らなかったことが
わかるのも現地での楽しみの一つであった．
海外の子育ても，私達たちにとってはとても興味のあ
ることだった．街で出会った子どもづれの人たちとの
ちょっとした話も大きな学びとなった．
ママと半分ずつ育児休暇をとって育児中という男性
や，シングルファザーの男性，核家族，共働きが当たり
前の国で二人で子育てを乗り切っている人達等々，沢山
の出会いと文化があった．（高室）
４．ナイチンゲール博物館＠ロンドン
「せっかくイギリスへ行くのだから，ナイチンゲール博
物館を訪れ学生に紹介したい」と思い，日程をやりくり
して帰国前に博物館へ立ち寄った．ナイチンゲール博物
館は，1860年に彼女が看護学校を設立したセント・トー
マス病院の敷地内にあった．
ナイチンゲールは，看護師教育の導入部分では必ず登
街で出会った日本人女性と筆者（掲載は許可済み)
街で出会った育児休暇中のパパ（掲載は許可済み)
ナイチンゲール博物館のエントランス
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場する人物である．これまでの筆者のナイチンゲール像
は，一言で述べると，クリミア戦争時の献身的な看護と，
看護の本質について記述された著書，そして看護学校時
代に戴帽式で蝋燭を灯していた白いナイチンゲール像で
あった．博物館で，ナイチンゲールの生い立ちから看護
に没入するまでの歴史や展示物を見ると，33歳までは裕
福な家庭で不自由のない生活を送り，英才教育を受けて
いたことがわかった．ナイチンゲールが誕生したのは，
1820年５月12日である．５月12日は「看護の日」とし
て，日本でも看護関連のイベントが催される．ナイチン
ゲールの両親は，富豪であったため３年間の新婚旅行中
にナイチンゲールがイタリアで誕生したことを知り，驚
いた．展示品には，ナイチンゲールが幼少期に使用して
いた豪華な家具や衣類，ドレス（白衣ではなく）を着た
写真が多数あった．17歳から30歳までは，家族とともに
ヨーロッパやエジプトに数年単位で旅行に出かけてい
た．90歳で亡くなるまで，200冊以上の本を執筆したこ
とも初めて知った．
博物館で何よりも目を引いたのは，ナイチンゲールが
助産師の必要性を1861年には強く唱え，King’s College
 
Hospitalに助産業務を専門に行う看護助産師の養成学
校を設立した記録があったことである．その６ヶ月課程
の看護助産師養成学校は，その後イギリスの助産師養成
学校のモデルとなった．ナイチンゲールは，イギリスの
母体死亡率が高いことを指摘し出産は病気ではなく，出
産に伴う母体死亡を減らすためには，看護のアプローチ
があるはずだということを指摘していた．そして看護だ
けではなく，陣痛発来から産婦の管理をして助産技術を
高めることは，母体死亡率を下げることにつながると主
張していた．彼女は，助産は常に念頭にあったが，この
分野で活動する時間がなかった．このようなナイチン
ゲールと助産師の強い結びつきについては，この博物館
で初めて知った事実であった．
ナイチンゲールは，実に多才であった．統計学にも精
通し，近代看護教育にも才能を発揮した．また，病院建
築にも携わり，セント・トーマス病院を建て直す際には
自ら病棟を設計したという．ナイチンゲールは，彼女の
生きた1800年代に看護とデザインの融合を図っていた
のである．（多賀）
おわりに
多くのものや人や異文化との出会いは，国際学会への
参加がなければできなかった体験であった．同じ職業を
もち世界各地で同じような活動をしている仲間たちの活
動を知ることで，この考え方でよかったとか，そんな風
に考えることができるんだとか，新しい方法はとりいれ
てみたいとか，多くのことを学ばせてもらった．
学会への参加を支えてもらった各人たちに大変感謝し
てこの探訪記を終えることとする．（髙室）
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博物館のパンフレット ナイチンゲールが，助産師の存在と助産師教育の
必要性唱えたことが説明されているパネル
